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海
洋
へ
放
出
と
表
現
し
て
い
る
。

日
本
の
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
は
中
国

や
韓
国
も
大
量
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を

放
出
し
て
い
る
、
福
島
原
発
事
故

の
残
留
ト
リ
チ
ウ
ム
は
希
釈
す
る

の
で
健
康
被
害
は
な
い
と
す
る

が
、
実
は
発
熱
し
た
原
子
炉
を
冷

却
す
る
た
め
の
文
字
通
り
の
冷
却

処
理
水
と
は
異
な
り
、
事
故
で
溶

融
し
た
デ
ブ
リ
に
直
接
触
れ
た

「
冷
却
汚
染
水
」
と
い
う
の
が
正

確
で
あ
る
▼
２
３
９
年
邪
馬
台
国

の
女
王
卑
弥
呼
の
使
者
が
魏
の
明

帝
に
朝
貢
。
魏
志
倭
人
伝
で
、
作

者
の
晋
の
陳
寿
は
逸
文
を
元
に
当

時
の
日
本
の
こ
と
を
詳
し
く
記
載

し
て
い
る
が
、
邪
馬
台
国
の
所
在

地
は
今
で
も
特
定
で
き
て
い
な

い
。
古
代
史
最
大
の
謎
で
も
あ

る
。
朝
鮮
半
島
南
部
の
帯
方
郡
か

ら
の
方
向
・
距
離
・
旅
程
日
数
が

不
完
全
で
、
東
大
の
北
九
州
説
、

京
大
の
畿
内
説
等
が
あ
る
。
当
時

の
中
国
は
、
他
国
に
対
し
て
「
倭

・
邪
・
卑
・
奴
・
凶
」
と
い
う
蔑

む
漢
字
を
使
用
し
て
い
た
。
ま

た
、
文
字
の
大
国
た
る
中
国
は
、

「
白
髪
三
千
丈
」
等
、「
針
小
棒

大
」
に
大
げ
さ
に
喧
伝
す
る
傾
向

が
あ
る
▼
一
方
、
日
本
政
府
も
都

合
の
悪
い
こ
と
は
漢
字
の
文
字
を

入
れ
替
え
る
弥
縫
策
を
歴
史
的
に

繰
り
返
し
て
き
た
。
敗
戦
を
「
終

戦
」、
撤
退
を
「
転
進
」、
全
滅
を

「
玉
砕
」、
戦
争
を
「
事
変
」、
不

意
打
ち
を
「
奇
襲
」、
占
領
軍
を

「
進
駐
軍
」
な
ど
と
言
っ
た
り
、

鈴
木
善
幸
元
首
相
は
汚
職
事
件
を

追
及
さ
れ
た
時
、「
善
意
の
保
管

者
と
し
て
預
か
っ
た
」
と
言
っ
た

▼
同
文
同
種
の
両
大
国
、
同
じ
漢

字
文
化
圏
に
い
る
が
、
頭
の
構
造

と
表
現
方
法
は
変
化
し
て
な
い
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。（
鼻
）

　

福
島
第
一
原
発
の

「
処
理
水
」、
同
じ

漢
字
文
化
圏
の
中
国

や
香
港
で
は
新
聞
等

は
「
核
汚
染
水

4

4

4

4

」
を
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今年は11月実施　空気の汚れ調査にご協力を ２面

４面第32回日常診療経験交流会プログラム

審査対策部だより
「支払基金・国保連合会の審査委員名簿」 ３面

　

「
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
い
た

コ
ロ
ナ
と
そ
の
先
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
兵
庫
県
保
険
医
協

会
・
第
32
回
「
日
常
診
療
経
験

交
流
会
」（
日
常
診
）
を
、
10

月
29
日
（
日
）
に
開
催
し
ま

す
。

　

今
年
も
会
場
は
協
会
会
議
室

で
行
い
、
来
場
参
加
と
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
視
聴
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
す
。

　

４
年
ぶ
り
の
特
別
講
演
と
し

て
、
群む

り

星ぶ
し

沖
縄
臨
床
研
修
セ
ン

つ
つ
あ
り
ま
す
。
幸
い
重
症
化

率
、
死
亡
率
は
低
下
し
ま
し
た

が
、
現
場
で
働
く
医
療
従
事
者

に
は
、
治
療
法
選
択
、
病
状
悪

化
、
同
居
者
を
含
む
療
養
生
活

や
感
染
拡
大
へ
の
注
意
に
加

え
、
学
校
や
職
場
な
ど
に
対
し

て
も
、
丁
寧
な
説
明
と
柔
軟
な

対
応
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

分
科
会
で
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
の
様
々
な
取
り
組
み
や

工
夫
、
実
態
な
ど
に
加
え
、
地

域
医
療
に
お
け
る
最
近
の
話
題

や
知
見
を
多
職
種
か
ら
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
生
方
は
じ
め
、
ご
家
族
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご
来
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

シンポジウムでは森岡副理事長（左上）が基調報告した

ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医
療
２
０
２
３
ス
タ
ー
ト
！

10月29日は第32回日常診療経験交流会へご参加を

コロナとその先の医療とは―

「
健
康
保
険
証
が

「
健
康
保
険
証
が

　

な
く
な
る
っ
て
本
当
？
」

　

な
く
な
る
っ
て
本
当
？
」

タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
の
徳
田
安

春
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

「
人
類
生
存
へ
の
脅
威
と
そ
の

処
方
箋
」
を
テ
ー
マ
に
、

A
tom

ic

・B
iological

・

Chemical

な
ど
人
類
の
生
存
を

脅
か
す
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｄ
Ｅ
）」

脅
威
へ
の
予
防
と
し
て
、
私
た

ち
臨
床
医
に
何
が
で
き
る
か
を

お
話
し
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
か
ら
３
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
第
９

波
と
は
い
え
、
未
だ
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
と
い
っ
た
状
況
で
す
。
本

年
５
月
よ
り
５
類
相
当
と
な

り
、
報
告
や
追
跡
、
自
宅
療
養

の
期
間
や
方
法
が
緩
和
さ
れ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
転
換
さ
れ

理事長　　西山　裕康

群
星
沖
縄
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
長　
　

徳
田　

安
春
先
生
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４年ぶりの
特別講演

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
法
曹
・
保
険
者
が
あ
つ
ま
り

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
80
人
超

「
健
康
保
険
証
を
残
せ
！
」

「
健
康
保
険
証
を
残
せ
！
」

　

協
会
は
、
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
県
社
保
協
）、
平
和
・
民

主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
兵
庫
の
会
（
兵
庫
革
新
懇
）
と
と
も
に

９
月
18
日
、「
健
康
保
険
証
を
残
せ
！
」
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
神

戸
市
内
で
開
催
し
、
市
民
ら
83
人
が
集
ま
っ
た
。
医
療
、
介
護
、
障

害
者
福
祉
、
法
曹
、
保
険
者
の
各
分
野
か
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登
壇

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
の
強
制
・
保
険
証
廃
止

で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
点
に
つ
い
て
交
流
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
協
会
の

森
岡
芳
雄
副
理
事
長
が
基
調
報

告
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
患
者
の

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
利
用
率
が
わ
ず

か
６
％
で
あ
る
こ
と
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
資
格
確

認
プ
ロ
セ
ス
の
複
雑
さ
が
医
療
機

関
に
も
患
者
に
も
負
担
を
か
け
て

お
り
、
さ
ら
に
シ
ス
テ
ム
の
不
具

合
や
資
格
情
報
の
間
違
い
な
ど
に

よ
る
混
乱
も
起
こ
っ
て
い
る
と
、

医
療
現
場
の
実
情
を
紹
介
。
受
診

時
に
顔
認
証
で
エ
ラ
ー
が
発
生

し
、
障
害
者
が
受
診
で
き
な
く
な

っ
た
例
も
紹
介
し
た
。

　

同
様
の
混
乱
が
介
護
現
場
で
も

発
生
し
て
お
り
、
介
護
施
設
の
93

・
５
％
は
利
用
者
・
入
所
者
の
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
申
請
に
対
応
で
き
な

い
、
94
・
０
％
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

の
管
理
（
暗
証
番
号
を
含
む
）
が

難
し
い
と
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

と
し
た
。

　

そ
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
の
政
府
の
狙
い
に
つ
い

て
、
森
岡
先
生
は
、
①
政
府
に
よ

る
個
人
資
産
の
把
握
と
負
担
の
増

加
、
②
民
間
事
業
者
に
よ
る
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
、
③
新
た
な

利
権
構
造
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
た
な
い
被
保
険
者
に

対
し
、
申
請
が
な
く
て
も
紙
製
の

カ
ー
ド
を
交
付
す
る
と
説
明
し
て

い
る
が
、
現
行
の
保
険
証
と
サ
イ

ズ
や
材
質
も
実
質
の
機
能
も
変
わ

ら
な
け
れ
ば
、「
保
険
証
廃
止
」

の
必
要
は
な
い
と
指
摘
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
報
告
で

は
、
神
戸
土
木
建
築
労
働
組
合
の

大
井
昌
司
書
記
長
が
、
建
設
国
保

組
合
の
保
険
者
と
し
て
の
立
場
か

ら
「
建
設
国
保
で
は
、
保
険
証
の

更
新
時
に
新
し
い
保
険
証
の
交
付

会
を
行
い
、
健
康
診
断
の
受
診
の

呼
び
か
け
や
国
保
組
合
の
事
業
内

容
の
冊
子
な
ど
を
配
布
し
、
よ
り

身
近
な
国
保
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
保
険
証
が
廃
止
さ
れ

４面にプログラム４面にプログラム

れ
ば
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
で

き
な
く
な
り
、
保
険
者
機
能
が
弱

ま
っ
て
し
ま
い
、
被
保
険
者
の
健

康
を
脅
か
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
」
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
障
害
者
連
絡
協
議

会
の
井
上
義
治
事
務
局
長
は
、
協

議
会
に
参
加
す
る
障
害
者
団
体
に

聞
き
取
っ
た
結
果
と
し
て
、
視
覚

障
害
者
が
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診

し
よ
う
と
し
た
際
に
、
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
が

で
き
ず
、
資
格
確
認
が
行
え
な
か

っ
た
等
の
事
例
を
紹
介
し
、
障
害

者
を
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
保
険
証

廃
止
は
中
止
す
べ
き
だ
と
述
べ

た
。

　

他
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
社

会
福
祉
法
人
駒
ど
り
の
岸
本
和
則

専
務
理
事
、
自
由
法
曹
団
兵
庫
県

支
部
長
の
松
山
秀
樹
弁
護
士
が
登

壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
介
護
現
場
・
法

律
家
の
立
場
か
ら
保
険
証
廃
止
の

問
題
点
を
訴
え
た
。

「保険証廃止はありえない！」「保険証廃止はありえない！」
新たな署名にご協力ください新たな署名にご協力ください
⬇オンラインでも署
名をすることがで
きます

※ 名前・メールアド
レス、市町を入力
するだけで簡単！

今号に同封！
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講
演
会
「
健
康
保
険
証
廃
止
で
ど
う
な
る
？
」

今
年
は
11
月
９
〜
10
日
に
実
施
予
定

◇
出
席

22
人

◇
報
告
事
項　

①
第
１
０
２
回
評

議
員
会
（
11
／
19
）
特
別
講
演

「
岸
田
政
権
を
ど
う
み
る
か　

市

民
の
要
求
実
現
の
た
め
の
展
望
を

探
る
（
仮
）」
講
師
：
神
戸
女
学

院
大
学
名
誉
教
授
・
石
川
康
宏

氏
、
共
済
制
度
委
員
会
報
告
「
最

新
の
世
界
経
済
の
動
向
と
来
年
の

展
望
」
講
師
：
明
治
安
田
生
命
総

合
研
究
所
経
済
調
査
部
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
・
前
田
和
孝
氏
、
が
確
認
さ

れ
た
。

◇
情
勢　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
医
療

保
険
情
報
が
ひ
も
づ
け
さ
れ
ず
、

マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
使
え
な
い

状
態
の
人
が
約
77
万
人
い
る
こ
と

が
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
わ
か
っ

た
。
ひ
も
づ
け
作
業
の
完
了
時
期

は
見
通
せ
な
い
。

◇
医
療
運
動
対
策　

秋
の
保
険
証

廃
止
反
対
に
関
す
る
取
り
組
み
と

大
型
宣
伝
に
つ
い
て
、「
健
康
保

険
証
廃
止
撤
回
」
を
軸
に
、
ⅰ
）

保
団
連
「
保
険
証
を
残
せ
！
」
署

名
に
５
万
筆
、
会
員
参
加
率
20
％

の
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ

と
、
ⅱ
）
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ

シ
、
ⅲ
）
10
月
〜
３
月
の
期
間
の

ラ
ジ
オ
関
西
番
組
、
ⅳ
）
自
治
体

請
願
、
ⅴ
）
近
畿
総
決
起
集
会

「
近
畿
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
３　

命
奪
う
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ
を
」

（
11
／
５
・
会
場
：
難
波
御
堂
筋

ホ
ー
ル
・
基
調
報
告
：
西
山
理
事

長
）
に
取
り
組
む
こ
と
、
等
が
提

案
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

◇
共
済
普
及
対
策

23
年
度
後
半

期
普
及
に
つ
い
て
、
①
「
グ
ル
ー

プ
保
険
」
を
最
重
点
に
取
り
組

み
、
30
億
円
達
成
を
め
ざ
す
こ

と
、
②
「
休
業
保
障
制
度
」
秋
期

受
付
に
取
り
組
み
、
66
件
達
成
を

め
ざ
す
こ
と
、
等
が
了
承
さ
れ

た
。

（
９
月
９
日
理
事
会
よ
り
）

る
デ
ー
タ
が
採
取
さ
れ
ま
す
。

　

大
気
汚
染
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
を
含

め
横
這
い
状
態
で
す
が
、
幹
線
道

路
沿
い
の
汚
染
は
依
然
残
り
、
高

層
住
宅
や
歩
道
橋
上
な
ど
で
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
も
見
つ
か
っ
て
お

り
、
地
形
や
風
向
き
や
建
造
物
な

ど
も
考
慮
に
入
れ
た
、
生
活
に
密

着
し
た
所
で
の
局
地
的
大
気
汚
染

の
測
定
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

灘
区
で
は
神
戸
製
鋼
所
が
増
設

し
た
石
炭
火
力
発
電
所
が
営
業
運

転
を
開
始
し
ま
し
た
。
石
炭
火
力

発
電
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
多
い
だ

け
で
な
く
、
Ｎ
Ｏ
２
を
は
じ
め
と

し
た
大
気
汚
染
物
質
も
大
量
に
排

出
し
ま
す
。
稼
働
の
前
後
で
の
変

化
を
記
録
す
る
た
め
に
も
、
空
気

中
の
Ｎ
Ｏ
２
濃
度
の
測
定
・
監
視

　

１
９
９
１
年
か
ら
毎
年
実
施
し

て
い
る
二
酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２
）

簡
易
測
定
全
国
一
斉
調
査
を
今
年

も
実
施
し
ま
す
。

　

例
年
６
月
の
開
催
で
し
た
が
、

今
年
は
実
行
委
員
会
の
準
備
の
都

合
に
よ
り
、
11
月
９
日
17
時
〜
10

日
17
時
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

小
さ
な
カ
プ
セ
ル
（
直
径
１
・

４
㎝
、
高
さ
４
㎝
）
を
屋
外
に
取

り
付
け
、
24
時
間
後
に
回
収
す
る

方
法
で
す
。
一
定
区
域
内
で
複
数

カ
プ
セ
ル
に
よ
る
測
定
を
行
う
こ

と
で
、
科
学
的
に
も
信
頼
の
お
け

　

９
月
２
日
（
土
）、
第
21
回
出

前
い
の
ち
を
考
え
る
会
が
淡
路
島

の
洲
本
市
総
合
福
祉
会
館
に
て
行

わ
れ
、「
健
康
保
険
証
廃
止
で
ど

う
な
る
の
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

自
主
測
定
に
は
、
①
大
気
汚
染

の
実
情
を
自
ら
の
手
で
正
し
く
把

握
す
る
、
②
公
的
測
定
の
補
完
、

監
視
と
な
る
、
③
汚
染
企
業
へ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
な
ど
の
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

簡
単
な
調
査
で
す
の
で
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
前
だ
け
で
な
く
、
ご
自
宅

付
近
や
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
さ
ん
の

ご
自
宅
等
、
複
数
個
所
で
ぜ
ひ
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

で
兵
庫
県
保
険
医
協
会
参
与
の
川

西
敏
雄
先
生
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
医
療
機

関
に
お
い
て
65
％
で
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
る
実
態
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
問
題
点
、
介
護
現
場
で
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
・

管
理
・
利
用
が
で
き
な
い
な
ど
の

声
が
あ
る
な
ど
、
様
々
な
問
題
が

起
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
行
の

健
康
保
険
証
を
２
０
２
４
年
秋
に

廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
一
本
化
す
る
法
案
が
６
月
に
可

決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

げ
、
政
府
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
手
話
サ
ー
ク
ル
津
名

山
田　

裕
美
】

カ
ー
ド
の
取
得
が

難
し
い
人
に
は

「
資
格
確
認
書
」

を
無
償
で
交
付
す

る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
現
在
の

健
康
保
険
証
と
機

能
が
変
わ
ら
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
膨

大
な
お
金
を
使
っ

て
ま
で
廃
止
す
る

意
味
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
と
疑
問
に

感
じ
ま
し
た
。

　

健
康
保
険
証
廃

止
を
撤
回
さ
せ
る

た
め
に
声
を
上

　

各
地
の
団
体
か
ら
の
要
請
に
応

え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
の
問
題
点
に
つ
い
て
、

協
会
役
員
が
講
演
し
て
い
る
。
９

月
２
日
に
洲
本
市
内
で
行
わ
れ
た

聴
覚
障
害
者
や
手
話
通
訳
者
を
対

象
と
し
た
「
出
前
い
の
ち
を
考
え

る
会
」
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

感
想
を
紹
介
す
る
。

自分の保険証はどうなるのかなど手話で質問する参加者

協 会の 共済制度
秋の共済募集
　　好評受付中！

もっと便利な積立制度

秋は「一時払」の増額受付
のみとなります

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。
※サイバー保険もお問い合わせください！

ドクターに最適を提供します

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

（大阪メトロ御堂筋線なんば駅徒歩１分）
集会＆街頭宣伝

ご参加お申し込みは、☎078－393－1807まで

お問い合わせは、担当事務局
 ☎078－393－1807まで

感 想 文

膨
大
な
お
金
を
使
い

保
険
証
を
な
く
す
意
味
に
疑
問

「
空
気
の
汚
れ
測
定
調
査
」
に
ご
協
力
を

環境・公害対策部長
森岡　芳雄

実施日程　 11月９日（木）17時～10日（金）17
時の24時間

採取方法　天谷式簡易カプセル
※実施日時の変更も可能。昨年ご協力いただ
きました医療機関はお申し込み不要。昨年と
同じ数をお送りします。
【測定方法】カプセルのふたを外し電柱・街
路樹等の１.５mの高さに養生テープなどで
カプセルの口を下向きに取り付け、24時間後
取り外し、ふたを閉め、協会へ返送する。
【調査お申し込み方法】本号にお申し込み用
紙を同封しておりますので、FAXにてご注
文ください。
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の
全
身
状
態
を
系
統
だ
て
て
迅
速

に
評
価
す
る
方
法
で
す
。
ま
た
年

齢
に
よ
っ
て
呼
吸
数
や
心
拍
数
な

ど
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
は
異
な
る

の
で
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で

す
。

　

小
児
の
夜
間
救
急
で
は
軽
症
が

多
い
で
す

が
、
中
に
重

症
の
児
が
隠

れ
て
お
り
安
易
に
軽
症
と
診
断
す

る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｐ

Ａ
Ｔ
を
用
い
た
評
価
と
バ
イ
タ
ル

を
把
握
し
重
症
の
可
否
の
判
定
に

　

こ
れ
ま
で
形
成
外
科
と
聞
く
と

交
通
事
故
等
で
外
科
処
置
を
し
て

機
能
回
復
が
得
ら
れ
た
後
で
、
再

度
審
美
的
な
面
を
メ
イ
ン
と
し
て

オ
ペ
を
す
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

で
し
た
。

　

今
回
の
岡
本
先
生
の
お
話
で
形

成
外
科
は
頭
（
毛
髪
）
か
ら
足
先

（
爪
）
ま
で
身
体
表
面
に
生
じ
た

疾
患
や
整
容
的
な
問
題
に
対
し

て
、
よ
り
正
確
に
よ
り
美
し
く
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
診
療
科
で

あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
容
医
療
の
現
状
に
つ

い
て
は
岡
本
医
院
で
は
し
っ
か
り

　

淡
路
支
部
は
９
月
９
日
、
洲
本

市
健
康
福
祉
館
で
第
45
回
支
部
総

会
を
開
催
し
、
会
員
ら
26
人
が
参

加
し
た
。
議
事
で
は
２
０
２
２
年

度
の
活
動
報
告
と
２
０
２
３
年
度

活
動
方
針
案
を
承
認
し
、
支
部
役

員
で
は
新
た
に
木
村
一
郎
先
生
を

副
支
部
長
に
選
出
し
、
評
議
員
の

改
選
を
行
っ
た
。
記
念
講
演
で
は

「
淡
路
島
島
内
の
形
成
外
科
と
美

容
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
お
か
も
と
形
成
外
科
美
容

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
洲
本
市
）
の
岡
本

貴
子
先
生
が
講
演
し
た
。
納
千
富

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

と
患
者
様
に
寄
り
添
っ
て
の
治
療

を
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
旨
を
理

解
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
懇
親
会
で
は
先
生
の

海
外
旅
行
で
の
、
今
で
は
考
え
ら

れ
な
い
怖
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
も
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
岡
本
先
生
の
行
動
力
は
凄
い

で
す
！

　

ま
た
、
ち
ょ
う
ど
30
年
前
に
岡

本
先
生
の
お
父
様
お
母
様
に
、
長

女
の
出
産
で
私
が
お
世
話
に
な
っ

た
こ
と
も
お
話
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
今
度
か
ら
は
、
も
う
手
遅

れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
美
容
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
ほ
う
で
お
世
話
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）。

　

【
洲
本
市
・
歯
科

 

納　
　

千
富
】

　

神
戸
支
部
は
、
９
月
２
日
に
研

究
会
を
協
会
会
議
室
で
開
催
し
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と
合
わ
せ
て
会
員
の
医

師
・
歯
科
医
師
、
職
員
ら
40
人
が

参
加
し
た
。
県
立
こ
ど
も
病
院
救

急
科
部
長
の
林
卓
郎
先
生
が
「
こ

ど
も
を
診
る
Ａ
ｒ
ｔ　

さ
ら
に
そ

の
先
へ　

小
児
救
急
的
思
考
回

路
」
を
テ
ー
マ
に
講
師
を
務
め

た
。
座
長
を
務
め
た
鷲
尾
隆
太
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

県
立
こ
ど
も
病
院
救
急
科
の
林

卓
郎
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
林
先
生
の
ご
経
験
さ
れ
た

症
例
を
も
と
に
お
話
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

擦
過
傷
な
ど
の
外
傷
に
キ
シ
ロ

カ
イ
ン
ゼ
リ
ー
を
使
用
し
痛
み
を

軽
減
し
て
し
っ
か
り
洗
浄
す
る
方

法
が
あ
る
こ
と
は
、
日
常
の
臨
床

に
生
か
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

小
児
救
急
医
療
に
お
け
る
ト
リ

ア
ー
ジ
に
つ
い
て
Ｐ
Ａ
Ｔ

（Pediatric A
ssessm

ent 
Triage

）
で
の
評
価
が
有
用
で
す

（
図
）。
Ｐ
Ａ
Ｔ
と
は
視
診
と
聴

診
の
み
を
用
い
て
１
）
外
観
、

２
）
呼
吸
、
３
）
循
環
・
皮
膚
色

感 想 文

用
い
、
重
症
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

【
中
央
区　

鷲
尾　

隆
太
】

小
児
救
急
医
療
に
お
け
る

ト
リ
ア
ー
ジ
―
Ｐ
Ａ
Ｔ
評
価
法

神
戸
支
部　

研
究
会

神
戸
支
部　

研
究
会

感 想 文

形
成
外
科
・
美
容
医
療
の

現
状
を
理
解

淡
路
支
部　

第

淡
路
支
部　

第
4545
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

支払基金・国保連合会の審査委員名簿
　協会は、社会保険診療報酬支払基金兵庫支部および兵庫県に対し、本年６月に改選
された診療報酬審査委員会委員名簿の開示請求を行い、名簿が公開されたので掲載す
る。審査委員の任期は２年（2023年６月～2025年５月）。支払基金の委員名には協会
で医・歯・薬を付した。なお、新任の審査委員には下線を付した。

兵庫県社会保険診療報酬支払基金審査委員名簿
明石　恭治 ・ 医
淺野　達藏 ・ 医
安藤　健治 ・ 医
飯尾　　純 ・ 医
飯石　浩康 ・ 医
家田　泰浩 ・ 医 
石川　朗宏 ・ 医
石原　健造 ・ 医
石原　正治 ・ 医
石原　禎子 ・ 医
市橋　宏亮 ・ 医
伊藤　康夫 ・ 医
乾　　由明 ・ 医
伊原　由幸 ・ 医
入江正一郎 ・ 医
岩井　正秀 ・ 医
上芝　伴尚 ・ 医
上野　　洋 ・ 医
内山　敏行 ・ 医
内海　浩彦 ・ 医
梅本　善哉 ・ 医
江尻　一成 ・ 医
太田　國隆 ・ 医
大西　淳子 ・ 医
大洞　慶郎 ・ 医
岡田　昌也 ・ 医
岡田　泰長 ・ 医
岡林　孝直 ・ 医
岡本　隆弘 ・ 医
鬼木俊太郎 ・ 医
垣淵　正男 ・ 医
陰下　敏昭 ・ 医
金田　邦彦・ 医
川端　　岳 ・ 医

岸本　通彦 ・ 医
北村　嘉章 ・ 医
木村亜紀子 ・ 医
喜吉　賢二・ 医
久呉　真章 ・ 医
葛原　　啓 ・ 医
栗本　康夫 ・ 医
黒田　祐一・ 医
河野　富雄 ・ 医
古賀　正史 ・ 医
小坂　　正・ 医
小澤　修一 ・ 医
後藤　義人 ・ 医
齊藤　清治 ・ 医
齋藤　　実 ・ 医
阪井　宏彰・ 医
坂本　一夫 ・ 医
佐藤　哲夫 ・ 医
篠　　裕美 ・ 医
四ノ宮　隆・ 医
柴　　裕子 ・ 医
島　　正彦 ・ 医
志水賢一郎 ・ 医
下永田　剛 ・ 医
白川　勝朗 ・ 医
白野　純子 ・ 医
杉本　貴樹 ・ 医
須田研一郎 ・ 医
左右田裕生 ・ 医
髙橋　修一 ・ 医
髙橋　洋二 ・ 医
武木田誠一 ・ 医
竹島　泰弘 ・ 医
竹田　　晃 ・ 医

武田　　学 ・ 医
橘　　史朗 ・ 医
塚本　卓也 ・ 医
塚本　好彦 ・ 医
辻　　　壽 ・ 医
辻本　英明 ・ 医
戸田　和夫 ・ 医
戸根幸太郎・ 医
中神　祐介・ 医
中川　修史・ 医
中田　邦也 ・ 医
長野　　徹 ・ 医
中原　保治 ・ 医
仁木　敏晴・ 医
西島　博之 ・ 医
西村　善博 ・ 医
信永　敏克 ・ 医
野間　研一 ・ 医
白　　鴻泰 ・ 医
橋田　裕毅 ・ 医
橋村　孝久 ・ 医
八若　博司 ・ 医
早川みち子・ 医
林　　孝俊 ・ 医
原田　健次 ・ 医
原田　　晋 ・ 医
東山　　洋 ・ 医
久野　克也 ・ 医
平林　俊明 ・ 医
平林　弘久 ・ 医
廣利　浩一 ・ 医
廣瀬　宗孝 ・ 医
藤井　英樹 ・ 医
藤岡　宏幸 ・ 医

藤木　暢也 ・ 医
藤田　　満 ・ 医
古橋　淳夫 ・ 医
前田　　均 ・ 医
前田　光雄 ・ 医
松田　良信 ・ 医
松村　　勝 ・ 医
松本　　修 ・ 医
松本　　健 ・ 医
眞庭　謙昌 ・ 医
丸山修一郎 ・ 医
三浦　一樹 ・ 医
三木　　誠 ・ 医
水谷　　伸 ・ 医
水野　秀隆 ・ 医
水口　龍次 ・ 医
宮崎　栄二 ・ 医
宮﨑　睦雄 ・ 医
深山　鉄平 ・ 医
村岡　章弘 ・ 医
森　　岳樹・ 医
森　　博子 ・ 医
森田　宏紀 ・ 医
藥師神公和 ・ 医
安田　　義 ・ 医
山川　　勝 ・ 医
山口　　務 ・ 医
山中　義夫 ・ 医
山本　修士 ・ 医
山本　慎一 ・ 医
吉田　泰久 ・ 医
吉原　　哲・ 医
吉矢　晋一 ・ 医
新井　茂俊 ・ 歯

井上　俊治 ・ 歯
浦野　雅彦 ・ 歯
金村　洋一 ・ 歯
岸　　和久 ・ 歯
岸本　裕充 ・ 歯
郷田　祥二 ・ 歯
西條　眞悟 ・ 歯
櫻井　章雄 ・ 歯
澤村　英明 ・ 歯
高瀬　昌幸 ・ 歯
髙橋　研之 ・ 歯
竹内　真吾 ・ 歯
谷池　直樹・ 歯
冨田　真一 ・ 歯
中川　博喜 ・ 歯
中町　守人 ・ 歯
西原　一雅 ・ 歯
橋本　猛央 ・ 歯
波戸本　均 ・ 歯
花岡　敬三 ・ 歯
春木　隆伸 ・ 歯
日置　英徳 ・ 歯
平田　幸男 ・ 歯
福島　和弘 ・ 歯
堀畑　勝巳 ・ 歯
水尻　大希 ・ 歯
森山　　浩 ・ 歯
八竹　利明・ 歯
弓場　成訓 ・ 歯
鄭　　淳太 ・ 薬
西川　真司 ・ 薬
吉田　太郎 ・ 薬
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青木　康夫・整
朝田　真司・内
伊賀　俊行・眼
五十嵐　充・耳
今井　敏夫・泌
内山　　哲・内
大江与喜子・内
大北　　実・内
大西　　尚・内
大山眞一郎・内

岡村　　縁・内
川井田徳之・泌
川北　直人・外
川田　哲己・外
小髙　正裕・内
坂田　哲啓・外
杉木　雅彦・内
須山　　徹・脳
竹内　一喜・整
竹内陽史郎・内

田中　晴夫・内
谷口　賢蔵・小
冨永　幸治・内
豊田　　俊・外
中西　裕子・眼
長畑　洋司・外
中村　　正・内
西庵　克彦・内
花川　公麿・内
尾藤　利憲・皮

日野　高睦・整
福井　威志・内
藤岡　武人・内
松本　　卓・内
村山　知行・内
毛利　昭郎・麻
山根　光量・内
横田　　光・産
米田　　豊・内
安藤　浩司・歯

上村　清仁・歯
石　　亦文・歯
関　　良太・歯
丸山　忠治・歯
村岡　憲次 歯
森本　敬祐・歯
渡部　一也・歯
三島光一郎・薬
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代　

表

赤木　竜也・皮
吾妻　眞幸・内
荒木　邦公・整
今井　康雄・内
江草　康夫・外
大谷　卓弘・整
大野　伯和・外
岡　　伸俊・泌
春日井博志・内
河北　誠二・耳

河村　　肇・産
苅田　典生・内
木村　　道・内
近藤　　威・脳
坂井　智代・眼
鈴木光太郎・内
髙倉　正裕・内
高原　秀典・外
瀧口　安彦・外
田中　　力・内

谷山　明子・内
中馬　　淳・内
中村　　功・内
成山　　硬・内
西浦　哲雄・内
西岡　昭彦・外
橋本　　創・外
前田　信証・外
真垣　一成・内
松岡　弘高・内

松原　　司・整
間森　　聡・内
水谷　　肇・内
山﨑　　亨・内
山下　晴央・脳
山西　行徳・精
山本　英雄・精
脇田　　昇・外
和田　聡子・内
楠原　英明・歯

坂井　　諭・歯
阪本　尚典・歯
関川　明人・歯
中島　憲治・歯
福永　　昌・歯
前田　　希・歯
松村　英治・歯
菅野　一郎・薬
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安積　靖友・外
粟野孝次郎・内
井口　哲弘・整
伊東　俊夫・内
井上　智夫・内
上谷　良行・小
太田　恭介・外
大西　祥男・内
岡田　幸也・整
荻野　文章・内

片嶋　純雄・産
門口　　啓・内
小管　浩文・外
小林　研二・外
佐藤　四三・外
佐藤　美晴・外
佐貫　　毅・内
塩見　洋作・耳
篠　　裕美・内
白坂　大輔・内

鈴木　　透・泌
副島　俊典・放
瀧　　琢有・脳
田中　雄悟・外
豊川　晃弘・外
永井　　宏・皮
中村　　毅・外
中本　光春・外
濵辺　　豊・外
原田　俊彦・整

福永　　睦・外
福本　　聡・外
細田　弘吉・脳
松井　　聖・内
丸岡　　隆・整
見野　耕一・精
向原　伸彦・外
山本　満雄・外
横山　和正・内
吉永　和正・外

明石　昌也・歯
安藝　一成・歯
上野健一郎・歯
木下　　保・歯
小松原　彰・歯
滝内　　聡・歯
谷垣　信吾・歯
堅田　博行・薬

形
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目
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形成外科は身体表面が生じたあらゆる疾患や
整容的な問題に対応すると参加者に紹介　　

重症化をいち早く察知するためPATの
大切さを紹介する林先生　　　　　　

図　小児初期評価の三要素

（看護roo!無料画像）
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 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

第２０５０号 （４）２０２３年(令和５年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)

メインテーマ「それぞれが思い描いたコロナとその先」「それぞれが思い描いたコロナとその先」
10月29日（日）10時～15時

※Zoom視聴によるご参加も可能

〈10時～12時：分科会、13時～15時：特別講演〉

兵庫県保険医協会 会議室（神戸フコク生命海岸通ビル）

報告者 医療機関名等 職　種 テ　　ー　　マ 発表時間

Ａ
分
科
会

1 広川　恵一 広川内科クリニック 医師 高血圧症通院者100名について～2009年より14年経過した2023年での通院継続と中止状況にみる診療課題の検討 10:05～10:20

2 伊賀　幹二 伊賀内科・循環器科 医師 マイナ保険証と紙の保険証廃止について－PDCAサイクルをまわすには－ 10:20～10:35

3 伊賀　幹二 伊賀内科・循環器科 医師 ながらスマホに対する啓もう活動 10:35～10:50

4 高田　　裕 たかたクリニック 医師 かかりつけ医とDX 11:00～11:15

5 水川麻起子 なつめ薬局 薬剤師 服薬情報の提供についての取り組み～お薬手帳を活用して気持ちを伝えてみよう～ 11:15～11:30

6 長光　由紀 協会薬科部／いたみアリオ薬局 薬剤師 協会薬科部会員100名を超えて 11:30～11:45

Ｂ
分
科
会

1 宮武　博明 ドマーニ神戸クリニック 医師 多職種との連携でデイサービス・ショートステイに結び付いた慢性呼吸不全の一例 10:05～10:20

2 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 胸部XP読影短期間習熟プログラム／胸部XP読影スクリーナー養成の試み 10:20～10:35

3 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 コロナ定点週感染数によるコロナ感染動向の評価 10:35～10:50

4 半田　伸夫 半田医院 医師 コロナ診療から得るもの 11:00～11:15

5 滝本　桂子 薬局リベルファーマシー 介護支援専門員
薬剤師 私にとっての“コロナとその先” 11:15～11:30

6 大川久美子 野村医院 受付事務 新型コロナウイルス感染症の対応を振り返って 11:30～11:45

Ｃ
分
科
会

1 大槻　榮人 大槻歯科医院 歯科医師 乳歯癒合歯および後継永久歯萌出状態についての検討 10:05～10:20

2 西川　　新 あらた歯科クリニック 歯科医師 口呼吸の健康被害と鼻呼吸獲得のための治療法 10:20～10:35

3 坂口　智計 とも歯科医院 歯科医師 乳歯虫歯だらけから虫歯なしの永久歯列への作り方～保険でより良いを踏まえて～ 10:35～10:50

4 中尾　　愛 スマイルパーク歯科 管理栄養士 歯科で働く管理栄養士の取り組み～スマイルパーク歯科 11:00～11:15

5 永本　　浩 永本医院 医師 アレルゲン皮内検査の黄昏 11:15～11:30

6 徐　　昌教 医師 コロナワクチン秘密文書の解説－あなたは騙されていたという自覚がありますか－ 11:30～11:45

分科会プログラム  10時～12時　※協会ホームページ http://www.hhk.jp/に各演題の抄録を掲載予定

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会 参加費無料　Zoomでのご参加も可能!!参加費無料　Zoomでのご参加も可能!!

第32回日常診療経験交流会第32回日常診療経験交流会

会場地図

来場参加希望者、その他お問い合わせは、兵庫県保険医協会☎078－393－1840 研究部までご連絡ください。

参加申し込み方法 下記よりご参加予定の分科会に個別登録してください。

〈Ａ分科会〉
https://onl.tw/uGFvhBp

〈Ｃ分科会〉
https://onl.tw/C5QhUtx

〈特別講演〉
https://onl.sc/zChkhNa

〈Ｂ分科会〉
https://onl.la/uGs9t7c

JR元町駅
阪神元町駅
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兵庫県
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栄町通

国道２号線
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海岸通ビル

南京町

元町商店街
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岸線

旧居留地・
大丸前駅
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【住所】神戸市中央区海岸通１―２―31
【交通】JR・阪神元町駅から南へ徒歩７分、神戸三宮駅から徒歩20分

・ 「Botanical Art カラーの園芸品種の１球根から
現れた３種の異なる花色」 
 西宮市　法西医院　法西浩先生
・「協会薬科部会員100人到達までの歩み」
・「協会　東日本大震災被災地訪問の記録」

展 示

特別講演 人類生存への脅威とその処方箋人類生存への脅威とその処方箋
群群
むりむり

星星
ぶしぶし

沖縄臨床研修センター　センター長沖縄臨床研修センター　センター長　　　　徳田　安春徳田　安春先生先生

　「ABC」脅威と呼ばれる「Atomic Biological Chemical」脅威は、人類の
生存をおびやかしている。Atomic脅威は、兵器でもあり、原発事故による
汚染でも起こる。Biological脅威は、生物兵器の使用やパンデミックであ
る。最近問題となっているChemicalはPFASであり、forever chemicalとも
呼ばれ、泡消化剤として軍事基地で使用されることが多く、周囲が高濃度
で汚染されている。さらには今や、DigitalとEnvironmental Crisisの二つも
入れて、人類の生存をおびやかす５大脅威（脅威のABCDE）とみなせる。
この脅威への予防には、臨床家の診断、教育、交渉の臨床術の応用が処方
箋として使える。 【徳田　記】

来場講演されます

【ご略歴】沖縄県生まれ、1988年琉球大卒、沖縄県立中部病院にて研修、同病院総合内科、聖路加国際病院一
般内科、筑波大学水戸地域医療教育センター総合診療科教授、地域医療機能推進機構本部顧問などを経て、
2017年より現職。専門は総合診療医学、臨床疫学、臨床教育。Choosing Wisely Japan副代表


